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　9月1日号で掲載した「JJA ジュエ
リーデザインアワード2023」で、プラチ
ナ・ギルド・インターナショナル賞と台
東区長賞をダブル受賞した㈱光・彩の
作品「dazzle of Tokyo」は、受賞作品
の中で唯一ダイヤモンドなどの宝石類
を一切使用せず、プラチナ950の素材
のみで制作されたデザインと技術が融
合した作品として高い評価を得るとと
もに、コンペティション史上初の「鍛造
技術」を用いた鍛造リングであることが
注目されている。
　昨今、耐久性や精度が優れていると
鍛造製法のブライダルジュエリーや
ファッションジュエリーに人気が集まっ
ているが、その一方でデザイン表現に
は制限が多く思い通りのデザインに辿
り着けないとの課題もある。

　しかし、ダブル受賞を果たし
た「dazzle of Tokyo」を作成
した光・彩は、難しいとされる
鍛造製法であっても思い通り
の自由自在なデザインを披露
すると同時に、プラチナ950の
素材のみで見事な輝きまでも
表現してみせ、その高い技術
力が話題となっている。
　その表現力の凄さを語るう

えで、これまで光・彩が約10年かけて独
自の鍛造技術の開発に注力してきたこと
は見逃せない。独自に「鍛造デザインの
拡張性」と「貴金属の持つ本来の美しさ
と輝き」を追求してきたからこそ繋がった
今回のダブル受賞だったと言える。
　デザイナーの長田怜子氏は「当社の
独自技術による鍛造製法と切削技術

を最大限に生かし、キャ
スト製品では再現でき
ない作品作りを目標に、
動きや見る角度で流れ
るように変化する地金の
輝きをどうしたら表現で

きるかなど、社内で何度も検討し、案を
出し合いました。また、見る人が美しい
と思う輝きを追求するために、何度もシ
ミュレーションを繰り返し、やっと納得
がいくデザインにたどり着くことができ

ました。技術面では、やはりプラチナの
加工が非常に難しく、思うような切削
の輝きが出ず、何度もプログラムを変
更し、試作を繰り返しました。切削の輝
きを壊さないように、細心の注意を払
い、職人が最後の仕上げをしました」と
拘った点を解説した。
　なお、受賞作品は9月14日～10月9日
まで山梨ジュエリーミュージアムで一般
展示される。また「dazzle of Tokyo」
は、11月16日より伊勢丹新宿店4階
「etna（エトナ）」において、一般ユーザー
向けの受注販売が開始される。

　日本で最も歴史
のあるダイヤモンド
専門企業㈱APが
運 営するジュエ
リーショップ「AP 
DIAMOND」の売
上げがデーターを
駆使することで好
調に推移し、顧客
満足度も上がって
いるという記事を8
月のQUALITYで
掲載したが、同じ
商材を使いなが
ら、どうして売上が
伸びているのかを
さらに探るべく、㈱
APに取材を申し込
んだ。
　同社は今年から
「既存ブランドの強
化と拡大」をテーマ
に掲げるとともに、
新たな経営陣を加
え、新体制にて新たなテーマに挑んで
いる。
　これまでに㈱APが培ったダイヤモン
ドに対する専門性と最新テクノロジー
を備えていることをアドバンテージと見
た事業投資会社の㈱Quon Groupが
今年から買収を行い、半年が過ぎた。
　代表取締役の馬場嵜聡氏は、「目標
に掲げた通り、専門性が高く歴史ある
IDEALという特徴のあるダイヤモンド
を扱う㈱APと、今後の世界市場におい
て影響を与えるであろうラボグロウンダ
イヤモンドを扱う㈱ピュアダイヤモンド
の2つに注力していくつもりですが、ま
ず我々はただ単に売却益を得るような
投資会社ではなく、中長期的に経営支
援を行い、永続的な企業活動を続けな
がら㈱APの価値を高めて、売上を伸
ばしていく経営を考えていることを知っ
てもらいたい」と述べ、将来的にはダイ

ヤモンド業界の新たなステージの
役に立つ事業になることも視野に
入れているという。
　㈱Quon Groupはオペレー
ションエクセレンスで優位性を作
るのを得意とし、事業を成長させ
ていく意思のある投資会社で、短
期による業績改善ではなく㈱AP
のポテンシャルを最大化させた大
きな業績改善を目指している。
　具体的に現在行っている内容
を訊ねると「業界外の人間なの
で、もともとジュエリーに関する知
識はなく、ダイヤモンドの卸業とい
う特殊な商いに興味を持ちまし

た。我々はこれまでのキャリアで100社
以上のIT・テクノロジー領域のベン
チャー企業に投資を行い、自社でも化
粧品等の小売ブランドやジム・ゴルフ
練習場などの店舗事業を全国展開し、
売上を伸ばしてきた経営経験からのノ
ウハウを活かせば、業種は関係なく価
値を高めていくことは可能だと考えて
います。特に業界ルールに縛られてい
るダイヤモンド業界の慣習は無駄が多
く、無駄が多ければ多いだけ価値を生
みやすい体質になっていると思います。
不要なプロセスを省きデーターを基に
利益を追求します。最初の2年間は成
長の土台を作る期間だと考えていま
す。これまでは㈱APの内部体制を整え
ていましたが、今後はIDEALブランド
の再構築を中心にマーケティングをス
タートさせ、販促やコスト面などにも手
を加えます。的確なブランディングに

よって1年半後には売上・営業利益を3
倍にする計画を立てています。その為
には細かな検証が必要となるので、あ
る程度時間は掛かりますが、私も現場
に足を運び、最適な方向性を見出した
いと思います」と説明した。
　経営陣が交代したことで、既存ビジ
ネスの今後が心配される声が少なから
ずあったが、この取材によりパワーアッ
プした㈱APの姿が捉えられ、今後改め
て期待する声が高まってくることは間
違いない。
　今後の㈱APは、IT・テクノロジーに
精通した投資会社の㈱Quon Group
にグループインし、新代表が就任したこ
とによりBtoBに限らず、インフルエン
サーを活用したDtoCや旗艦店となる
リアル店舗の「AP DIAMOND」が、そ
れぞれ重要な役割を担っていることが
明確化されていくことだろう。さらに、よ
りよい運営を目指し、統括本部長だっ
た伊藤拓也氏が役員に昇進する予定
など、対応がスピーディーなところも時
代に適している。なお伊藤氏は㈱ピュ
アダイヤモンドの代表取締役も担って
いる。

■移転　輸入協会
　一般社団法人日本時計輸入協会

は、9月1日より下記に移転した。
　新住所＝東京都中央区銀座

1-14-7 5階、新電話＝03-6263-2464、
新FAX＝03-6263-2444

　GIAが、高品質の養殖
アコヤ真珠に取引で使用
されてきた用語「花珠」コ
メントをレポートに追加
すると発表。「花珠」の品
質を特定したとしている。
　その品質範囲は、ラウン
ドからニアラウンド／ホワ
イトのボディカラー（オー
バートーンの有無は問わ

ない）／エクセレント光沢／クリーンか
ら僅かな傷の表面／エクセレントから

非常に良いマッチング／十分な真珠層
の厚みと品質を有することだとした。
　エグゼクティブ・バイス・プレジデント
兼チーフ・ラボラトリー＆リサーチ・オ
フィサーであるトム・モーゼス氏は、「業
界関係者から幅広い意見を集めるとと
もに、「花珠」という用語の起源と現代
的な用法について徹底的に調査した。
この歴史的に重要な業界用語をレ
ポートに取り入れることは、消費者がア
コヤ真珠を購入する際に、より多くの
情報に基づいた選択ができるよう、確

かな検査サービスとレポートを提供す
るという私たちGIAの決意を裏付ける
もの」と述べている。

光・彩の「鍛造リング」が史上初のダブル受賞
鍛造を自由に操る独自技術に注目
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㈱ 萩原

ジュエリーデザインアワード2023

デザイナー：長田怜子／遠藤太一
製作者：田村剛也／遠藤太一

馬場嵜聡（ばばさきさとし）

プロフィール

　1992年長崎県生まれ。東京大学
卒業後、㈱リクルート入社。経営企
画部にてネットビジネス領域の事業
統括を担当。その後スタートアップ
への経営支援を行う投資ファンドへ
参画し、2018年、独立系ベン
チャーキャピタルのSevenwood-
s Investment㈱を創業。2023年、
高い事業ポテンシャルを持つベン
チャー企業の買収・成長支援を行う
㈱Quon Groupを創業し、事業経
営及び投資の両輪で事業展開を行
う。同年㈱AP代表取締役に就任。
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　いつもThe Watch & Jewelry Todayをご愛読いただき、有難うございます。
　これまで無料にてご愛読いただいていた皆様の郵送を6月15日より順番にお止めさせて
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